
秋田県寒風山を経由する観光ル-卜の特色

幕 沢 美 穂

辛-ウー ド:秋出県寒風山 男鹿半島 観光流動 観光ルー ト 観)ヒ地理学

1 はじめに

立石 (1999)は､宿泊客の前泊 ･後泊から､秋田

県大湯温泉は通過型観光地であることを明らかにし

た｡また､木村 (2003)は､秋田県乳頭温泉郷を事

例として､利用交通機関によって観光客の流動が異

なることを明らかにしたC筆者はこれらの研究を踏

まえ､秋田県沿岸部に到達する観光ルートの実態解

明を試みることにし､調査地として秋田県寒風山を

選定 した0本研究のE]的は､寒風llrを経由する観光

ルー トの特色を明らかにすることである｡

寒風山 (355m)は､秋田県男鹿半島の付け根に

位置する｡l吊自までは ｢寒風山パノラマライン｣が

整備されているLl山頂には ｢寒風山回転展望台｣が

設置され､南北に日本海と烏海山､乗に大潟村干拓

地､西に真山と本山､入道崎を一望できる｡

Ⅲ 寒風山を経由する観光客の特色

本研究のテ-夕はすへて､寒風山展望台下の駐車

場における聞き取り調査によって収集 Lた,J調査項

目は､おもに発地､旅行日程､立ち寄り地､宿泊地､

交通手段､年齢である｡調査期間は､2005年 4月29

Ejから5月6日までの春季と､2005年10月25日から

11月5日のうち4E]間の秋季であるDサンプル数は

春季221件､秋季45件の合計266件であるo

l 観光客の薄地

発地は､北海道から愛媛県まで､ほは全国的に分

布 している｡県内客は106件で最多であり､その約

半数は秋田市からの行楽客である｡次いで､東北地

方82件､関東地方60件である｡秋田市からの行楽客

が多い理由として､秋田市から寒風山山頂までの所

要時間か車で約45分と､比較的短時間でのアクセス

が可能であることが考えられる (第 1図)｡

- 25

/

＼
T
-

i男郎 II程Wギ I

L m J

-1吉町村界
-･- 道路
･ ･高遠道程
---- 簾連
0 10 20k皿

=
h
川け
り
は
川打
仰
朋柑
批W

第 1図 寒風山とその周辺 (2005年)
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第 1表 寒風山を経由する観光客数 (2005年)

単位:件

春季 秋季 計
秋田県 89 17 10tS

東北地方 青森県 12 4 16

岩手県 17 2 19
宮城県 ー6 5 2ー
山形県 18 018
福島県 6 2 8

関 茨城県 2 1 3神奈川県 ll 1 12
東 埼玉県 16 1 17
也 千葉県 6 2 8
方 東京都 13 3 16

2 0 2
その他 13 5 18

計 221 45 266

(春季 :2005年4fj29E]-.i-1目6日､秋季 110月25日一一

11月5Hの聞き取り調査により作戒)
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第2図 観光ルート･事例 (2005年)

注目口信 者lおよび5は春季､回答者4および6は秋季における観光ル-卜

(春季 2005'牛4ノ｣29Ej-5月6Ej､秋季●10月25E]～11月5日の聞き取り調査により作蚊)

春季は､秋田県内を発地とする89件が最多であり､

次いで､山形県18件､岩手県17件､宮城県と埼玉県

がそれぞれ16件である (第 1表)｡秋季においても

県内客が17件と最多である｡春季と異なる点は､県

内客の割合が低いことである｡

2.観光客の季節性

春季における県内客の旅行目的は多様である｡ ト

ライフ､ピクニックのはか､｢寒風山｣､｢入道崎｣､

｢八望台｣などの景勝地への観光､｢男鹿水族館｣､

それに対して､県外客は､桜の名所として知られる

角館一弘前間を移動する途 日こ寒風山に立ち寄って

いる｡東北地方の桜の開花時期とゴールテンウィー

クか重なったことが要因として考えられる｡

秋季における県内客の旅行目的は､春季と同様に､

トライフという回答がEj立っ｡一方で､県外'Aは､

十一和田湖､八幡平､出lFi湖など紅葉の名所とLて知

られる観光地の周遊過程で､寒風山に立ち寄る傾向

がある｡

Ⅲ 寒風山を経由する観光ルー トの特色

第2図に､寒風山を経由する観光ルートを示した｡

寒風山を訪れる観光客は､発地によって観光ルート

が異なる｡

1. 秋H県内

秋出県内からの観光客は､寒風山からの眺望や男

鹿半島の周遊を主目的としているため､発地と男鹿

半島の往復ルートが多い｡春季と秋季による季節性

はみられない｡たとえは ｢回答者 1｣は､秋田市を

出発し､ トライブの途中で寒風山に立ち寄った後､

大潟村菜の花ロートを通って帰着する｡

2 東北地方

東北地方からの観光客は､発地と男鹿半島の往復

島間に点在する観光地に立ち寄る事例もみられる｡

春季における事例として､｢回答者2｣は盛岡市

位置する角館で桜見物をした後､男鹿水族館を経て､

寒風山に至っている｡｢回答者3｣は､八戸市を発

地とする宿泊客である｡仕事の都合で盛岡市､沢内

村へ立ち寄り､寒風山に至る｡男鹿市内で宿泊L､

翌巨=こ帰着する｡

秋季における事例として ｢回答者4｣は､弘前市

を発地としている｡入道崎と寒風山を経由し､角館､

出沢湖､八幡平など紅葉の名所として知られる観光

地を周遊する｡

26一

Akita University



3 関東地方

それらに対して､関東地方からの観光客は､北東

北の観光地を同遊する過程で､男鹿半島に立ち寄っ

ている｡

春季の観光ルートは､関東地方から北 LL､角館-

弘前間を移動する途 Lに男鹿半島に立ち寄るバク-

ンか多い｡たとえは ｢回答苗5｣は､千葉県柏市を

発地としている｡日動二輪車による単独の旅行で､

東北自動車道を利用し､北上インターチェンシ付近

で前泊した｡当日は平泉 ･中尊寺を見物して､寒風

山に至るCその後､人道崎と大潟村菜の花ロ-ドを

経由し､さらに北上する｡当日は､弘前市内のホテ

ルで1泊L､翌Ejは弘前城の桜見物をする予定であ

る｡

秋季は､男鹿半島と紅葉の名所として知られる十

和田湖､ノ＼幡平､田沢湖を経由する観光ルートが多

い｡｢回答者6｣は､関東地方を発地とする観光ツ

アーの添乗員である｡羽田空港付近のホテルで前泊

L､午前中に秋Ef]空港に到着している｡貸切-スに

乗り換え､入道崎と寒極仙 へ至るしノその後､十二湖
で観光し､青森市内のホテルで後泊する｡習｢=ま､

龍飛岬､十和田湖､ド北半島を周遊するO この観光
ノ7-は ｢岬めぐりーをモ目的としている｡また､

~回答者7｣も観光ツアーの添乗員である｡ この観

光ツアーは､男鹿半島を同遊L､天湯温泉で後泊す

る.翌日は､ 卜和田湖､奥入瀬渓流を訪問し､花巻

温泉で宿泊する｡最終日に江刺藤原の郷を経て､帰

着するO｢男鹿半島と｢和Etj湖遊覧 ･八幡平と大河

トラマ く義経)をめぐる4日間｣と超されていた｡

l 考察

第3図､第4図に､春季における観光ルートを示

した｡第3図より､次の3点が読み取れる｡1つ目

として､青森市､弘前市､盛岡市､酒田市､天童市､

山形市なと主要国道/'ulL､の地域を発地とする観光客

は､発地-男鹿半島の往復ル-トをとる｡なかには､

f多動する過程で､道の駅や角館ちとに立ち寄る事例

もみられるrJ2つEjとして､花巻市､北上市､一関

市､仙台市など東北自動車道 ･秋E目自動車道にアク

セスLやすい地域では､前後の立ち寄り地が少なく､

発地と男鹿半島の往復ル-卜であることか多い,J最

後に福島県からの観光ルートは､東北地方の他県の

観光ル-トとは異なり､関東地方からの観光有と同

様の観光IL,一卜をとる傾向かある,Jr回答者8ーは､

第3図 東北地方からの観光ル-卜〔模式図〕(2005年)
(2005T7--1月29｢】～5日6Rの聞き取り調査よL)作戒)

いわき市を発地とする宿泊客である｡岩手県西根い

こい村で 1泊し､弘前城で桜見物をした後､秋田県

内に人1た｡男鹿温泉への宿泊を希望していたが､

予約できなかったため､秋田市内のホテルに前泊L､

男鹿半島に至ったDその後､山形県羽黒休暇村で後

泊L､翌日は置賜地方の桜回廊､角館､北上で桜見

物をした後､帰着する｡

第4図 a)､b)に､関東地方からの観光ルートを

示した｡太平洋側からの流人ルート (第5図a))
と日本海側からの流入ルート (第5図b))の2パ

ターンか考えられる〔前者は横手市や盛岡市を通過

し､角館で観光後､寒風山に至る,,後者は新潟市や

酒Efrr市を経由し､寒風山に至るCその後は前者と同

様に､弘前方面や白神山地､十二湖方面へ流出する｡

関東地方からの観光筈は､2泊以上の宿泊客か多く､

北東北の観光地を周遊する途 卜に寒風山を経由する

観光ルートが特徴的である｡
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a)太平洋側からの流入ルート
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b)日本海側からの流入ルート

第4図 関東地方からの観光ルート〔模式図〕(2005年)
(2005年4月29[∃～5月6E]の聞き取り調査より作戒)

Ⅳ おわリに

本研究では､秋田県寒風山を経由する観光ルート

の特色を考察してきた｡

寒風山を経由する観光客は､秋季よりも春季に多

いO秋出県内からの観光客が多く､とくに秋田市か

らの日帰り客は突出しているO

秋田県内と東北地方からの観光ルー トは､発地と

寒風山の往復ル-トが多い｡関東地方からの観光ルー
トは､季節性があり､周遊過程で寒風山を経由する

特色がある｡春季においては､男鹿半島と桜の名所

として知られる弘前城､角館をはじめ盛岡､平泉 ･

中尊寺などの観光地を周遊する｡秋季においては､

男鹿半島と十和田湖､八幡平､田沢湖など紅葉の名

所として知られる観光地を同遊する｡

本稿の作成にあたり､秋田大学教育文化学郡の松

村公明先生には終始貴重なこ助言､ご指導をいたた

いた,J聞き取り調査の際には､調査に応していただ

いた全国の皆様､寒風山回転展望台物産店販売員の

皆々様に温かいこ協力を得ることができたC以上､

末筆ながらここに感謝の意を表 します｡
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